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第346回 12月定例会
主な内容

・一般質問（３～６ページ）

藤原　健・川名善三・春名良兼・掘井算満

石田喜久男・山中修己・河合俊彦・吉田成宏

・議案質疑：鈴垣 元、飲酒運転根絶決議（７ページ）

・各常任委員会の審査（８ページ）

・決算特別委員会意見（９～１０ページ）

・議員報酬の公表（１１ページ）

・主な可決議案（１２ページ）

　第346回12月市議会定例会は、12月１日から12月20日まで、

20日間にわたり開催しました。

　市から提出された議案は、一般・特別会計補正予算、市

議会議員及び市長の選挙運動用関係の条例改正、都市公園

条例の改正、兵庫県後期高齢者広域連合規約の制定、固定

資産評価審査委員会委員の選任など13議案を原案どおり可

決・同意しました。

第125号　平成１９年２月１日　
編集発行／小野市議会　小野市王子町806-1　TEL.0794-63-1006  FAX.0794-63-4108　http://www.city.ono.hyogo.jp

龍
が
、
人
間
に
生
ま
れ
か
わ
っ
た
「
龍
伝
説
」
の
舞
台
、
小
野
八
ヶ
池
自
然
公
園（
河
合

中
町
）に
、
小
野
市
初
の
雨
天
ド
ー
ム
が
完
成
、
本
日
、
２
月
１
日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

名
称
を
「
龍
翔
ド
ー
ム
」
と
決
定
、
屋
根
は
光
を
透
す
テ
ン
ト
膜
構
造
で
、
内
部
は
人
工

芝
を
張
り
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
や

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
も
使
用
で
き
る
多
目
的
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
は
、
公
園
管
理
事
務
所
へ
。
℡
６
６
│
５
５
５
０
）

小野八ヶ池自然公園には、龍翔ドームのほか、遊園地、親水池、
芝生広場なども整備されています。

（写真は竣工式典での兵庫商業高生による「龍の舞」）

「
龍
伝
説
」

「
龍
伝
説
」八
ヶ
池
自
然
公
園

Ono city assembly

小
野
市
初
の
雨
天
ド
ー
ム

　
　
「
龍
翔
ド
ー
ム
」
　
オ
ー
プ
ン
！！

2/1

り
ゅ
う
し
ょ
う
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②

藤
原
　
健
議
員

・
小
野
市
農
業
を
い
か
に
し
て
守
っ
て
い

く
か
に
つ
い
て

・
い
じ
め
・
不
登
校
・
校
内
暴
力
、
そ
し

て
軽
度
発
達
障
害
の
対
応
に
つ
い
て

・
「
文
教
ゾ
ー
ン
」
構
想
と
小
野
中
と
小

野
東
小
に
つ
い
て

川
名
善
三
議
員

・
す
べ
て
の
住
民
が
暮
ら
し
や
す
い
小
野

市
づ
く
り
（
勝
ち
残
れ
る
自
治
体
）
に

つ
い
て

・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
小
児
へ
の
使
用
に
つ
い
て

春
名
良
兼
議
員

・
リ
ハ
ビ
リ
治
療
に
つ
い
て

・
市
民
税
の
課
税
基
準
に
つ
い
て

・
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

・
国
民
年
金
の
申
請
免
除
に
つ
い
て

・
市
民
病
院
の
医
療
の
現
状
に
つ
い
て

掘
井
算
満
議
員

・
保
育
料
の
軽
減
に
つ
い
て

・
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と
運
用
管
理
に
つ

い
て

石
田
喜
久
男
議
員

・
小
野
市
商
工
業
活
性
化
計
画
に
つ
い
て

・
家
庭
教
育
に
つ
い
て

山
中
修
己
議
員

・
消
防
の
広
域
化
推
進
に
つ
い
て

・
シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

・
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
つ
い
て

河
合
俊
彦
議
員

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
支
援
補
助
事

業
に
つ
い
て

・
い
じ
め
に
つ
い
て

・
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

吉
田
成
宏
議
員

・
構
造
改
革
特
区
・
地
域
再
生
計
画
の
認

定
に
つ
い
て

・
新
し
い
経
営
所
得
安
定
対
策
に
つ
い
て

・
い
じ
め
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

鈴
垣
　
元
議
員

・
議
案
第
１
０
５
号
小
野
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
１
２
号
小
野
市
水
道
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
１
１
４
号
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
規
約
の
制
定
に
つ
い
て

一
般
質
問
発
言
者

質
疑
発
言
者

■実質公債費比率
総務省が、全国自治体の財政健全度を表す指標として、
平成18年度から、新たに採用した数値（％）です。
　「これまではどうか？」というと、一般会計の起債
償還金（借金返済金）の比率を表す指標の公債費比率
が用いられてきました。
　ところが、地方自治体は、一般会計のほか、企業会
計（病院・上水道・下水道など）・一部事務組合など
があります。このため、一般会計に企業会計などを加
えた実質的な自治体の借金の負担割合を示したものが、
この実質公債費比率といわれるものです。
　実質公債費比率が18％を超える自治体は「財政状
況はよくない」とみなして、起債（借金）には県の許
可が必要としています。
　小野市の実質公債費比率は、16.7％であり、財政
状況を示す基準の18％以下となっています。

●県内各市の実質公債費比率
芦　屋　市 26.1％　　　宝　塚　市 17.3％
神　戸　市 24.1％　　　南あわじ市 17.1％
赤　穂　市 23.8％　　　西　脇　市 16.9％
淡　路　市 23.1％　　　小　野　市 16.7％
養　父　市 22.1％　　　た つ の 市 16.6％
西　宮　市 21.9％　　　洲　本　市 16.1％
川　西　市 19.0％　　　加 古 川 市 16.0％
加　西　市 19.0％　　　篠　山　市 16.0％
相　生　市 19.1％　　　朝　来　市 15.7％
三　木　市 18.7％　　　姫　路　市 15.3％
加　東　市 18.3％　　　明　石　市 15.1％
高　砂　市 18.0％　　　尼　崎　市 14.6％
豊　岡　市 17.6％　　　伊　丹　市 13.7％
宍　粟　市 17.5％　　　丹　波　市 13.7％
三　田　市 17.4％

兵庫県市町振興課発表資料

（
一
般
質
問
・
質
疑
は
発
言
し
た

　
　
　
　
　
議
員
が
編
集
し
ま
し
た
）

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

ご意見をお待ちしています。 議会のメールアドレス：gikai@city.ono.hyogo. jp

実質公債費比率？



小野市議会だより

③

　
　
　
い
じ
め
、
校
内
暴
力
の
対
応
は
ど

う
し
て
い
る
か

　
　
　
今
年
の
い
じ
め
事
案
に
は
特
に
危

惧
し
て
お
り
、
教
職
員
の
共
通
理
解
を
徹

底
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。
い
じ
め
問

題
の
解
決
は
、
早
期
発
見
、
早
期
対
応
が

最
重
要
と
と
ら
え
「
い
じ
め
問
題
根
絶
」

の
啓
発
チ
ラ
シ
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
い
じ

め
」
を
発
行
、
学
校
と
家
庭
の
連
携
に
よ

る
「
い
じ
め
追
放
宣
言
」
を
啓
発
し
ま
し

た
。

　
暴
力
問
題
に
対
す
る
指
導
方
針
は
、
問

題
行
動
が
起
き
て
か
ら
対
応
す
る
の
で
は

な
く
、
平
素
か
ら
危
機
感
を
持
ち
、
校
内

で
問
題
を
持
つ
子
ど
も
に
つ
い
て
の
共
通

理
解
を
行
い
、
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
、

全
教
員
で
細
か
く
か
か
わ
っ
て
い
く
積
極

的
な
生
徒
支
援
体
制
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て
、
キ
レ

や
す
い
子
ど
も
た
ち
の
情
動
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
た
り
、
集
中
力
を
持
っ
た
子
ど

も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め
、
「
読
み
書
き

計
算
お
の
検
定
」
に
挑
戦
さ
せ
、
前
頭
前

野
を
鍛
え
て
、
積
極
的
な
生
徒
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　（
教
育
長
）

　
　
　
「
文
教
ゾ
ー
ン
」
と
し
て
の
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
用
地
買
収
の
見
通
し
は
ど
う
か

　
　
　
当
該
用
地
に
つ
い
て
は
旧
の
国
際

電
信
電
話
株
式
会
社
が
元
地
権
者
の
黒
川

町
や
浄
谷
町
か
ら
購
入
さ
れ
た
際
に
地
元

の
毛
上
権
や
買
戻
し
特
約
の
権
利
が
設
定

さ
れ
て
い
る
な
ど
様
々
な
課
題
を
残
し
て

い
ま
す
。

　
地
元
、
特
に
黒
川
町
の
同
意
と
協
力
な

く
し
て
は
構
想
の
実
現
は
不
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
様
々
な
意
見
が
あ
る
も
の
の

黒
川
町
役
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
お
り
前
向
き
な
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、

本
年
度
中
に
は
一
定
の
結
論
が
得
ら
れ
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。（

総
合
政
策
部
長
）

　
　
　
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
義
務

教
育
期
間
ま
で
の
拡
充
に
つ
い
て

　
　
　
小
野
市
は
、
県
下
各
市
町
に
先
駆

け
小
学
校
３
年
生
ま
で
、
所
得
制
限
な
し

の
完
全
無
料
化
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
予
算
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成

事
業
費
は
、
２
億
６
７
０
万
円
で
、
財
源

は
、
県
補
助
金
が
４
、８
２
６
万
２
千
円
、

市
が
１
億
５
、８
４
３
万
８
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
更
に
義
務
教
育
期
間
の
中
学

３
年
生
ま
で
拡
充
す
る
と
約
９
千
万
円
の

財
源
が
必
要
で
す
。

　
小
野
市
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
は
、

県
下
に
お
い
て
も
高
水
準
に
位
置
し
て
お

り
ま
す
が
、
「
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

の
充
実
」
が
必
要
な
施
策
で
あ
る
こ
と
は
、

十
分
認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、

制
度
の
拡
充
に
つ
き
ま
し
て
は
、
他
の
福

祉
施
策
と
の
均
衡
や
市
の
財
政
状
況
な
ど

を
総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
、
前
向
き
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
民
福
祉
部
長
）

　
行
財
政
改
革
を
進
め
る
中
、
平
成
19
年

度
予
算
に
お
い
て
は
、
他
市
に
先
駆
け
小

学
校
６
年
生
ま
で
の
医
療
費
を
所
得
制
限

無
し
の
完
全
無
料
化
に
踏
み
切
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
対
応
い
た
し
ま
す
。

（
市
　
長
）

　
　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
後
に
お

け
る
応
益
負
担
に
対
す
る
緩
和
対
策
に
つ

い
て

　
　
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
は
別
枠
と

な
る
自
立
支
援
医
療
、
補
装
具
費
及
び
地

域
生
活
支
援
事
業
の
利
用
者
負
担
な
ど
を

含
め
た
、
障
害
者
自
立
支
援
制
度
の
全
体

を
整
理
し
、
特
に
在
宅
で
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
低
所
得
層
の
方

を
中
心
と
し
た
負
担
緩
和
対
策
に
つ
い
て
、

19
年
度
予
算
に
反
映
で
き
る
よ
う
、
鋭
意

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

藤

原

健
議
員

公
明
党

川
名
善
三
議
員

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁

答
弁

答
弁



小野市議会だより

④

市
民
税
課
税
基
準
に
つ
い
て

　
　
　
税
制
改
正
に
よ
り
「
老
齢
者
控
除

の
廃
止
」
「
公
的
年
金
控
除
等
の
縮
小
」

「
定
率
減
税
の
半
減
」
が
お
こ
な
わ
れ
た

結
果
、
課
税
所
得
が
上
が
り
、
住
民
税
で

は
「
高
齢
者
の
非
課
税
措
置
（
所
得
で
１

２
５
万
円
以
下
）
」
が
な
く
な
っ
た
た
め

に
、
課
税
さ
れ
る
人
が
増
加
し
、
市
役
所

に
ど
の
程
度
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
の

か
。

　
　
　
６
月
13
日
に
納
税
通
知
書
を
発
送

し
、
翌
日
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
が
、
65
歳
以
上
の
老
齢
者
非
課
税
措
置

廃
止
に
か
か
る
説
明
を
求
め
ら
れ
た
件
数

は
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
月
の
３

日
間
で
電
話
の
問
い
合
わ
せ
が
約
５
２
０

件
程
度
、
窓
口
で
の
問
い
合
わ
せ
が
約
２

７
０
件
程
度
で
す
。
　
　
　（
総
務
部
長
）

　
　
　
現
在
、
市
民
税
の
「
激
変
緩
和
策
」

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
控
除
が
な
く
な
れ

ば
市
民
負
担
は
増
え
る
。
２
年
後
の
状
況

は
ど
う
変
わ
り
ま
す
か
。

　
　
　
平
成
17
年
度
ま
で
は
65
歳
以
上
で

合
計
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
は
個

人
住
民
税
が
非
課
税
で
し
た
が
、
こ
の
制

度
が
廃
止
さ
れ
、
現
役
世
代
と
同
様
の
制

度
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
際
、
急
激
な
税
負
担
を
緩
和
す
る

た
め
、
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
で
65
歳

以
上
の
方
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１

２
５
万
円
以
下
の
方
は
、
経
過
措
置
で
平

成
18
年
度
で
は
３
分
の
１
課
税
、
平
成
19

年
度
で
は
３
分
の
２
課
税
、
平
成
20
年
度

か
ら
は
全
額
課
税
と
す
る
制
度
が
適
用
さ

れ
ま
す
。
対
象
者
は
約
一
千
名
程
度
で
、

税
収
は
市
全
体
で
18
年
度
は
約
１
７
０
万

円
、
19
年
度
は
約
３
４
０
万
円
、
20
年
度

か
ら
は
本
則
課
税
と
な
り
５
１
０
万
円
の

増
と
推
計
し
て
い
ま
す
。
19
年
度
及
び
20

年
度
の
推
計
値
に
は
、
税
源
移
譲
に
伴
う

フ
ラ
ッ
ト
課
税
に
よ
る
影
響
額
は
含
ん
で

い
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　（
総
務
部
長
）

日
本
共
産
党

春
名
良
兼
議
員

質
問

質
問

答
弁

保
育
料
の
軽
減
対
策

　
　
　
少
子
化
の
時
代
を
迎
え
、
国
、
県
、

市
を
あ
げ
て
そ
の
対
策
に
取
り
組
ま
れ
て

い
る
が
、
保
護
者
の
子
育
て
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
が
、
最
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
認
定
こ
ど
も
園
制
度
が
新
た
に
設

置
さ
れ
た
の
も
、
こ
の
対
策
の
重
要
度
を

示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
市
の
対
策
に

つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
　
　
幼
稚
園
に
お
け
る
保
育
料
、
保
育

所
の
保
育
料
は
金
額
に
お
い
て
差
を
生
じ

て
い
ま
す
が
、
保
育
の
時
間
、
保
育
内
容

等
を
精
査
し
ま
す
と
、
保
育
料
は
そ
れ
ぞ

れ
適
正
に
算
定
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
認
定
こ
ど
も
園
制
度
に
よ
る
保
育
料
は

施
設
が
算
定
す
る
よ
う
で
す
が
、
県
で
の

条
例
制
定
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
基
準
の

詳
細
に
注
視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
保
育
料
の
軽
減
に
対
す
る
ご
意
見
ご
要

望
は
、
市
長
へ
の
手
紙
で
た
く
さ
ん
届
い

て
お
り
、
そ
の
内
容
の
ひ
と
つ
に
、
保
育

料
算
定
の
所
得
税
額
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

自
営
業
の
不
公
平
感
が
強
い
よ
う
で
す
。

市
と
し
て
は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
軽
減

策
と
保
育
所
の
費
用
等
を
市
民
に
十
分
説

明
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。（

市
民
福
祉
部
長
）

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
と
運
用
管
理

　
　
　
公
設
、
私
設
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
が
公
共
の
場
を
は
じ
め
と
し
て
進
ん
で

い
る
が
、
そ
の
運
用
管
理
に
つ
い
て
、
お

聞
き
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
防
犯
カ
メ
ラ
は
犯
罪
防
止
を
目
的

に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
市
に

お
い
て
も
電
鉄
小
野
駅
な
ど
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
私
設
の
も
の
と
し
て
は
、
量
販

店
等
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
状

で
は
法
令
等
の
設
置
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
結

び
つ
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
多
様

な
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
国
・
県
の
情
勢

を
見
て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

（
市
民
安
全
部
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

掘
井
算
満
議
員

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁
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消
防
の
広
域
化
推
進
に
つ
い
て

　
　
　
法
で
消
防
の
広
域
化
を
促
進
し
て

い
ま
す
。
小
野
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
　
消
防
の
広
域
化
は
、
消
防
組
織
法

の
改
正
で
市
町
消
防
の
広
域
化
に
関
す
る

基
本
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
概
ね
人
口

30
万
人
以
上
の
規
模
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
平
成
19
年
度
に
県
が
消
防
広
域
化
推

進
計
画
を
策
定
、
５
年
以
内
に
広
域
化
に

向
け
た
検
討
が
な
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
助
　
役
）

シ
ル
バ
ー
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　
　
　
先
日
、
実
施
の
シ
ル
バ
ー
リ
ー

ダ
ー
ス
ク
ー
ル
の
反
響
と
今
後
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
と
地
域

の
指
導
者
を
養
成
す
る
目
的
で
、
11
月
６

日
に
小
野
自
動
車
教
習
所
で
実
施
し
ま
し

た
。

　
県
下
で
は
初
め
て
の
参
加
・
体
験
・
実

践
型
の
マ
イ
カ
ー
持
込
で
の
交
通
安
全
教

室
と
な
り
ま
し
た
。
受
講
者
の
９
割
以
上

の
方
が
、
参
加
し
て
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
積
極
的
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
　（
市
民
安
全
部
長
）

安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

　
　
　
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
の
現
状
と

成
果
及
び
将
来
構
想
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
平
成
16
年
度
に
開
始
以
来
、
現
在

三
班
六
人
体
制（
三
台
）で
活
動
し
て
い
ま

す
。
犯
罪
認
知
件
数
が
35
％
減
少
し
、
市

民
と
の
信
頼
関
係
の
深
ま
り
、
市
民
の
防

犯
意
識
の
向
上
な
ど
の
成
果
が
あ
っ
た
と

評
価
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
市
民
の
要
望

も
あ
り
、
継
続
と
付
加
価
値
を
高
め
る
た

め
に
、
増
員
増
車
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

（
市
民
安
全
部
長
）

市
民
ク
ラ
ブ

山
中
修
己
議
員

質
問

質
問

答
弁

質
問

答
弁

答
弁

19
年
度
以
降
の
小
野
市

商
工
業
活
性
化
に
つ
い
て
　

　
　
　
「
お
の
総
合
計
画
夢
プ
ラ
ン
２
０

１
０
」
に
お
け
る
基
本
施
策
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
は
、
基
本
計
画
の
中
に
あ
る

力
強
い
農
業
の
振
興
、
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

商
業
の
振
興
、
活
力
に
満
ち
た
工
業
の
振

興
の
推
進
は
、
重
要
な
課
題
で
す
。
残
さ

れ
た
３
年
間
で
こ
れ
ら
の
課
題
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ま
れ
達
成
さ
れ
ま
す
か
。
特

に
活
力
に
満
ち
た
工
業
の
振
興
の
取
り
組

み
計
画
に
つ
い
て
の
ご
所
見
を
お
伺
い
し

ま
す
。

　
　
　
19
年
度
以
降
も
企
業
間
の
連
携
の

推
進
と
リ
ス
ク
テ
イ
カ
ー
が
活
躍
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
小
野
市
の
発

展
を
支
え
て
き
た
地
域
産
業
の
活
性
化
を

図
り
、
商
工
業
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
　
　
　（
技
　
監
）

家
庭
教
育
・
親
の
教
育
に
つ
い
て

　
　
　
家
庭
教
育
の
充
実
は
、
家
庭
に
お

け
る
親
が
「
良
き
教
育
者
」
に
な
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
家
庭
教
育
が
果
た
す
べ
き

役
割
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
子
育
て
に

不
安
を
抱
え
る
親
た
ち
に
対
す
る
「
親
の

教
育
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
ご
所
見

を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
脳
の
発
達
す
る
乳
幼
児
の
家
庭
教

育
の
重
要
性
を
、
家
族
全
員
が
し
っ
か
り

と
自
覚
し
、
協
力
し
て
子
ど
も
の
教
育
に

当
た
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
就
学
前
の
乳
幼
児
を
持
つ
親
に
対
し
、

本
年
度
よ
り
生
後
七
ヵ
月
検
診
ご
と
に
、

ま
た
幼
稚
園
・
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
会
の
時
や
特
別
に
研
修
会
を
開
催
し

て
啓
発
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
今
後
こ
の
よ
う
な
教
育
に
つ
い
て
も
、

更
に
工
夫
・
充
実
を
図
り
、
親
の
教
育
を

体
系
化
し
確
立
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
教
育
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

石
田
喜
久
男
議
員

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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認
定
さ
れ
た
地
域
再
生
計
画
と

そ
の
経
済
効
果
に
つ
い
て
伺
い
た
い

　
　
　
計
画
は
『
拠
点
づ
く
り
』
『
人
・

組
織
づ
く
り
』
『
協
働
の
推
進
』
を
３
本

柱
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
地
域
づ
く
り
協
議
会

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
課
税
の
特
例
や
交
付

金
等
の
支
援
は
な
い
も
の
の
経
済
効
果
と

し
て
は
、
「
う
る
お
い
交
流
館
」
管
理
運

営
の
委
託
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
、
地
域
雇

用
の
拡
大
と
、
官
と
民
の
協
働
に
よ
る
地

域
の
活
力
再
生
と
い
う
効
果
が
期
待
で
き
、

「
地
方
か
ら
国
を
変
え
る
」
全
国
向
け
小

野
市
の
情
報
発
信
の
ツ
ー
ル
と
考
え
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　（
総
合
政
策
部
長
）

い
じ
め
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
と

今
後
の
方
針
を
伺
い
た
い
　

　
　
　
小
野
市
の
「
い
じ
め
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
は
、
全
教
職
員
で
協
議
し
共
通
理

解
事
項
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
こ

れ
は
、
い
じ
め
問
題
を
脳
科
学
の
視
点
で

捉
え
、
脳
の
前
頭
前
野
を
鍛
え
る
こ
と
に

よ
り
、
「
情
動
面
」
の
安
定
に
つ
な
が
り
、

こ
れ
に
よ
り
い
じ
め
問
題
を
根
底
か
ら
防

止
で
き
る
と
し
、
活
用
し
や
す
い
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
い
じ
め
問
題
は
、
家
庭

の
し
つ
け
や
親
子
の
会
話
・
触
れ
合
い
が

大
切
で
、
地
域
全
体
で
子
供
を
育
て
る
運

動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
　（
教
育
長
）

　
市
と
し
て
は
組
織
面
で
い
じ
め
を
特
化

し
た
位
置
づ
け
を
し
ま
す
。
い
じ
め
の
行

動
中
に
ま
さ
に
人
権
問
題
が
あ
る
。
組
織

改
革
を
行
い
市
長
部
局
に
い
じ
め
担
当
課

を
発
足
さ
せ
、
子
ど
も
の
い
じ
め
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
の
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
等
人
権
問

題
に
関
す
る
情
報
収
集
の
一
元
化
を
図
り

ま
す
。
情
報
の
隠
蔽
は
絶
対
許
さ
れ
な
い
、

怠
れ
ば
そ
の
責
任
は
免
れ
な
い
、
子
供
た

ち
か
ら
も
直
接
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
る
受

け
皿
と
し
て
の
新
し
い
役
割
機
能
を
持
た

せ
る
た
め
に
、
来
年
度
か
ら
組
織
を
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
に
変
え
る
こ
と
を
決
断
し
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
　
長
）

新
生
ク
ラ
ブ

吉
田
成
宏
議
員

答
弁

答
弁

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

支
援
補
助
事
業
に
つ
い
て
　

　
　
　
地
域
元
気
ア
ッ
プ
活
動
の
状
況
と

評
価
に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

　
　
　
平
成
18
年
度
の
活
動
団
体
は
41
団

体
で
、
そ
の
活
動
内
容
は
、
「
子
育
て
支

援
活
動
」
「
福
祉
活
動
」
三
世
代
交
流
活

動
」
等
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
協
働
と
参
画
の
意
識

づ
け
が
で
き
た
こ
と
、
や
り
が
い
や
達
成

感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
自
分
た
ち
の
地

域
を
考
え
る
機
会
に
な
る
事
が
大
き
な
効

果
と
し
て
評
価
し
て
お
り
ま
す
。

（
教
育
次
長
）

い
じ
め
に
つ
い
て

　
　
　
全
国
で
「
い
じ
め
」
に
よ
る
自
殺
、

家
庭
で
は
「
し
つ
け
」
と
言
っ
て
子
供
に

暴
力
を
ふ
る
い
死
亡
さ
せ
る
事
故
が
多
発

し
て
い
る
。
そ
こ
で
「
い
じ
め
」
「
児
童

虐
待
」
の
実
態
と
対
応
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
　
　
い
じ
め
は
、
小
学
校
で
は
人
権
を

無
視
し
た
言
動
が
目
立
ち
、
中
学
校
で
は

暴
言
や
嫌
が
ら
せ
携
帯
電
話
で
の
中
傷

メ
ー
ル
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

小
学
校
五
・
六
年
生
か
ら
中
学
一
・
二
年

生
の
思
春
期
の
成
長
期
と
比
例
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
早
期
発
見
、
早

期
対
応
に
努
め
、
人
間
性
や
社
会
性
を
高

め
、
命
の
尊
さ
を
重
視
す
る
教
育
を
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　
　（
教
育
長
）

　
児
童
虐
待
は
、
子
供
の
心
身
の
成
長
、

人
格
形
成
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
早
期
発
見
、
虐

待
児
童
の
速
や
か
で
、
適
切
な
保
護
を
行

う
こ
と
が
、
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
17
年
度
に
児
童
虐
待
と
し

て
、
相
談
を
受
付
け
し
た
の
は
16
件
で
す
。

（
市
民
福
祉
部
長
）

民
主
ク
ラ
ブ

河
合
俊
彦
議
員

質
問

質
問

質
問

質
問

答
弁

答
弁
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小
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
特
別
職
報
酬
審
議
会
経
費
16
万
４

千
円
の
補
正
を
こ
の
時
期
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
理
由
は
な
に
か
。

　
　
　
平
成
９
年
以
来
の
開
催
と
な
り
ま

す
。
市
議
会
議
員
及
び
市
長
等
特
別
職
の

報
酬
審
議
会
を
開
催
し
て
い
た
だ
く
経
費

で
、
答
申
の
結
果
、
改
正
が
必
要
と
判
断

し
た
場
合
、
来
年
３
月
議
会
へ
議
案
上
程

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
　
　（
総
務
部
長
）

　
　
　
審
議
会
は
、
特
別
職
の
報
酬
・
給

料
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
た
め
と
思
う
が
、

大
企
業
等
の
好
況
に
比
べ
、
中
小
零
細
企

業
、
業
者
の
多
く
に
景
気
回
復
の
実
感
は

な
い
。
労
働
形
態
が
変
わ
り
、
パ
ー
ト
・

派
遣
社
員
な
ど
の
激
増
に
よ
っ
て
「
働
く

貧
困
者
」
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
住
民

税
や
医
療
費
な
ど｢

市
民
負
担｣

も
増
え

て
お
り
、
今
は
特
別
職
の
報
酬･

給
与
を

引
き
上
げ
る
時
で
は
な
い
。
市
民
負
担
の

軽
減
を
す
べ
き
だ
。

　
　
　
答
弁
で
報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
一

切
言
っ
て
い
な
い
。
私
が
こ
れ
ま
で
言
っ

て
き
た
の
は
、
報
酬
と
成
果
が
連
動
す
る

公
務
員
改
革
。
特
別
職
に
つ
い
て
も
同
じ

で
、
例
え
ば
で
す
よ
、
議
員
報
酬
一
千
万

円
に
し
、
定
数
10
名
に
減
ら
す
。
そ
う
す

れ
ば
仕
事
を
退
職
し
て
で
も
挑
戦
す
る
人

が
出
て
く
る
。
特
別
職
改
革
の
ね
ら
い
も

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
市
　
長
）

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
制
定
に
つ
い
て
　

　
　
　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
を
国
民
健
康

保
険
等
か
ら
切
り
離
し
、
独
立
し
た｢

後

期
高
齢
者
医
療
制
度｣

が
平
成
20
年
４
月

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
県
下
各
市
町
か
ら

一
名
の
議
員
を
選
出
し
「
広
域
連
合
議
会
」

を
組
織
し
運
営
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
の
規

約
の
制
定
だ
が
、
住
民
要
求
の
反
映
、
情

報
公
開
等
う
た
わ
れ
て
い
な
い
が
ど
う
か
。

　
　
　
住
民
要
求
の
反
映
で
は
、
市
民
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
、
選
出
さ
れ
た
議

員
が
広
域
連
合
議
会
で
反
映
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
情
報
の
開
示
で
は
、
予
算･

決

算
審
議
が
公
表
さ
れ
ま
す
。
関
係
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
は
今
後
整
理
さ
れ
る
予
定

で
す
。
　
　
　
　
　
　（
市
民
福
祉
部
長
）

質
疑

質
疑

答
弁

答
弁

質
疑

答
弁

日
本
共
産
党

鈴

垣

元
議
員

議

案案

疑

質

疑

　小野市議会では、交通事故のない、安全安心社会の実現をめざし、交通安全・飲酒運転根絶
の徹底をよびかける決議をしました。市民のみなさまと協働して明るい社会を実現しましょう。

◎市民とともに飲酒運転根絶に立ち向かう決議◎

　多発する交通事故、とりわけ飲酒運転は絶対に許されません。交通事故のない、安全安心社
会の実現は、日本国民すべての願いであり、小野市民にとっても最も切実な願いであります。
　いまも飲酒運転による交通事故が後を絶たずに、尊い生命が奪われるというたいへん痛まし
い事故が散見されます。
　幸せな家庭を瞬時に崩壊させた飲酒運転交通事故は、国民に強い衝撃と深い悲しみを与えた
にもかかわらず、その後もあとを絶つことなく、多くの人命に大きな恐怖と憤りを与えています。
　このような悲惨な結末につながる飲酒運転を根絶させるには、家庭・職場・地域が協働して
「飲酒運転は、絶対にしない、絶対させない、絶対許さない」飲酒運転3ない環境づくりを推
進しなければなりません。
　このため小野市議会は、市民とともに交通安全意識の徹底を呼びかけ、飲酒運転を許さない
社会の実現をめざして全力で取り組むことを宣言します。以上、決議します。
　　平成18年12月20日

小 野 市 議 会　

交通安全・飲酒運転根絶　市民の願い！！
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３月定例議会で「託児コーナー」

を開設するのは、議員から市長へ

質疑と一般質問がおこなわれる３

月９日（金）、12日（月）のそれぞれ

10時から正午までの２時間といた

します。

　１歳から就学前までのお子さま

をお持ちの保護者の方が対象です。

ご希望の方は、３月２日までに、

議会事務局（電話番号63－1006）へ

お電話でお申し込みください。

今回も、託児のお世話をしてい

ただくのは、託児ボランティアグ

ループ・小野託児サークル「この

ゆびと～まれ♪」のメンバーのみ

なさまです。

（当日、託児の受付はできません。あらかじめ
お申し込みくださいますようお願いします。）

議会開催中、
お子さまをお預かりします
3月9日（金）、12日（月）

　
委
員
長
に
春
名
良
兼
議
員
、
副
委
員
長
に
竹
内
　
修
議
員
を
選
任
し
た
「
決

算
特
別
委
員
会
」
は
、
去
る
10
月
11
、
12
、
18
日
に
開
催
、
９
月
定
例
会
で
継

続
審
査
と
し
た
議
案
第
86
号
か
ら
議
案
第
90
号
の
５
議
案
の
審
査
を
行
い
、
議

会
の
持
つ
批
判
・
監
視
機
能
を
駆
使
し
、
平
成
17
年
度
予
算
が
適
正
に
、
ま
た

効
果
的
に
執
行
さ
れ
た
か
、
今
後
の
予
算
編
成
や
市
政
運
営
に
ど
う
反
映
す
べ

き
か
、
市
政
・
施
策
を
ど
の
よ
う
に
展
開
す
べ
き
か
な
ど
、
活
発
な
議
論
を
行

い
ま
し
た
。

　
こ
の
と
き
に
指
摘
の
あ
っ
た
主
な
意
見
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

共

通

事

項

◎
毎
年
、
各
種
負
担
金
及
び
分
担
金
が
支

出
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
の
変
化
に

沿
っ
た
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
関

係
市
と
も
調
整
の
う
え
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

の
発
想
で
、
実
際
必
要
と
す
る
も
の
の

み
執
行
に
あ
た
ら
れ
た
い
。

総
合
政
策
部

◎
こ
の
た
び
の
景
気
拡
大
期
間
は
、
一
部

の
上
場
企
業
に
支
え
ら
れ
、
い
ざ
な
ぎ

景
気
を
超
え
た
と
さ
れ
る
が
、
好
景
気

の
実
感
に
乏
し
く
、
個
人
の
給
料
は
む

し
ろ
低
迷
し
て
お
り
、
さ
ら
に
税
制
改

正
な
ど
に
よ
る
国
民
負
担
が
強
い
ら
れ

て
い
る
が
、
市
政
に
お
い
て
は
、
市
民

生
活
の
安
定
を
施
策
の
重
点
に
置
く
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
ハ
ー
ド
か
ら
ソ

フ
ト
・
福
祉
重
視
へ
の
転
換
を
よ
り
一

層
図
ら
れ
た
い
。

総

務

部

◎
自
治
会
市
政

連
絡
事
務
経

費
は
、
お
よ

そ
８
年
間
単

価
の
見
直
し

が
な
さ
れ
て

い
な
い
よ
う

で
あ
る
が
、

委
託
業
務
の

あ
り
方
も
含

め
単
価
の
見

直
し
を
検
討

さ
れ
た
い
。

◎
国
際
交
流
共
生
事
業
は
、
年
々
、よ
り

活
発
な
活
動
が
な
さ
れ
、小
野
市
に
お

い
て
も
日
本
人
と
の
国
際
結
婚
の
例
も

増
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
市
内
在

住
外
国
人
の
た
め
の
法
律
・
生
活
な
ど

の
相
談
業
務
を
含
め
た
、
ふ
れ
あ
い
交

流
の
場
づ
く
り
に
更
に
努
力
さ
れ
た
い
。

市
民
安
全
部

◎
全
市
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
は
、

平
成
17
年
度
か
ら
年
２
回
実
施
し
て
い

る
が
、
９
月
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
は
市
民
か
ら
時
期
が
適
当
で
な
い

と
の
苦
情
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
時

期
、
回
数
に
つ
い
て
再
度
区
長
会
と
調

整
を
図
ら
れ
た
い
。

市
民
福
祉
部

◎
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は
市
内
小
学
校
全

８
校
で
実
施
し
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
２
０
０
名
余
り
の
児
童
が

利
用
し
て
い
る
。
運
営
方
法
は
各
学
校

に
よ
り
多
少
違
い
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

児
童
の
た
め
に
、
よ
り
良
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を

密
に
さ
れ
、
よ
り
一
層
魅
力
的
な
事
業

と
な
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

地
域
振
興
部

◎
集
落
営
農
活
動
支
援
事
業
は
、
営
農
組

合
へ
農
機
具
購
入
費
用
を
県
、
市
か
ら

補
助
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
が
、
小
野

市
の
農
業
対
策
の
新
施
策
と
し
て
市
単

独
で
農
機
具
購
入
補
助
制
度
を
新
た
に

設
置
で
き
な
い
か
、
検
討
さ
れ
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会
の
意
見

決
算
特
別
委
員
会
の
意
見

17年度各会計を審査
　
12
月
定
例
会
で
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
18
日
、
総
務
文
教
、
民
生

保
健
、
地
域
振
興
の
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
第
１
０
５
号
か
ら
第
１
１
６
号

ま
で
合
計
12
議
案
に
つ
い
て
、
市
当
局
か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
、
そ
の
あ
と
慎
重
に

審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

◎
常
任
委
員
会
審
査
報
告
◎

◎
常
任
委
員
会
審
査
報
告
◎

◎
常
任
委
員
会
審
査
報
告
◎

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
松
本
英
昭
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
４
件
の
議
案
の
う

ち
議
案
第
１
０
５
号
平
成
18
年
度
小
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
、
小
学
校
施
設
営
繕

費
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、
「
小
学
校
の

施
設
営
繕
工
事
の
施
工
に
あ

た
っ
て
は
、
安
全
に
配
慮
さ
れ
、

授
業
に
支
障
の
な
い
よ
う
工
期

の
設
定
等
に
特
段
の
配
慮
を
さ

れ
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
全
議
案
４
件
に
つ
い
て

反
対
討
論
は
な
く
全
会
一
致
で

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
民
生
保
健
常
任
委
員
会
（
竹

内
　
修
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ

た
５
件
の
議
案
の
う
ち
議
案
第

１
１
２
号
小
野
市
水
道
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
の
審
査
で
は
、
「
給
水
人

口
、
一
日
最
大
給
水
量
の
縮
小

見
直
し
に
あ
た
り
、
県
水
の
購
入
に
つ
い

て
も
購
入
単
価
の
減
額
、
購
入
水
量
の
減

少
が
で
き
る
よ
う
県
当
局
と
の
折
衝
に
努

力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
１
４
号
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
規
約
の
制
定
に
つ
い
て
の

議
案
は
、
反
対
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
す
べ
き
と
決

定
し
ま
し
た
。
他
の
４
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し

た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
会
（
春
名
良
兼
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
４
件
の
議
案
の
う

ち
、
議
案
第
１
０
５
号
平
成
18
年
度
小
野

市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
白
雲
谷
温
泉
整

備
事
業
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、
「
実
施

設
計
委
託
料
は
、
新
た
に
岩
盤
浴
施
設
お

よ
び
第
２
の
サ
ン
パ
テ
ィ
オ
を
め
ざ
す
小

野
市
の
野
菜
・
物
産
・
う
ま
い
も
ん
ブ
ラ

ン
ド
品
を
販
売
す
る
施
設
を
増
設
す
る
た

め
と
し
て
い
る
が
、
と
く
に
販
売
施
設
は
、

商
品
や
新
鮮
作
物
が
滞
る
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
お
客
様
本

位
の
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
指

導
に
努
め
ら
れ
た
い
」
ま
た
、
議
案
第
１

０
９
号
小
野
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
審
査

で
は
、
「
小
野
八
ヶ
池
自
然
公
園
内
の
多

目
的
ド
ー
ム
の
使
用
料
が
条
例
に
よ
り
決

め
ら
れ
、
高
齢
者
に
つ
い
て
は
免
除
規
定

も
設
け
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
免
除

な
ど
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
手
続
を
簡
便
に
し
、
団

体
や
地
域
の
関
係
者
に
よ
く

説
明
さ
れ
、
住
民
の
健
康
保

持
の
施
設
と
し
て
利
用
促
進

に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

交
通
量
の
多
い
山
ろ
く
道
路

に
接
し
て
い
る
た
め
に
、
進

入
道
路
に
つ
い
て
は
、
一
日

で
も
早
い
信
号
機
の
設
置
を

県
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

全
議
案
４
件
に
つ
い
て
反
対

討
論
は
な
く
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

営繕工事が実施される小野東小学校

「水」のことなら水道お客様センターへ

多目的施設「龍翔ドーム」の全景
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質疑と一般質問がおこなわれる３

月９日（金）、12日（月）のそれぞれ

10時から正午までの２時間といた
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催
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。
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毎
年
、
各
種
負
担
金
及
び
分
担
金
が
支

出
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
の
変
化
に

沿
っ
た
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
関

係
市
と
も
調
整
の
う
え
、
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

の
発
想
で
、
実
際
必
要
と
す
る
も
の
の

み
執
行
に
あ
た
ら
れ
た
い
。

総
合
政
策
部

◎
こ
の
た
び
の
景
気
拡
大
期
間
は
、
一
部

の
上
場
企
業
に
支
え
ら
れ
、
い
ざ
な
ぎ

景
気
を
超
え
た
と
さ
れ
る
が
、
好
景
気

の
実
感
に
乏
し
く
、
個
人
の
給
料
は
む

し
ろ
低
迷
し
て
お
り
、
さ
ら
に
税
制
改

正
な
ど
に
よ
る
国
民
負
担
が
強
い
ら
れ

て
い
る
が
、
市
政
に
お
い
て
は
、
市
民

生
活
の
安
定
を
施
策
の
重
点
に
置
く
と

と
も
に
、
引
き
続
き
、
ハ
ー
ド
か
ら
ソ

フ
ト
・
福
祉
重
視
へ
の
転
換
を
よ
り
一

層
図
ら
れ
た
い
。

総

務

部

◎
自
治
会
市
政

連
絡
事
務
経

費
は
、
お
よ

そ
８
年
間
単

価
の
見
直
し

が
な
さ
れ
て

い
な
い
よ
う

で
あ
る
が
、

委
託
業
務
の

あ
り
方
も
含

め
単
価
の
見

直
し
を
検
討

さ
れ
た
い
。

◎
国
際
交
流
共
生
事
業
は
、
年
々
、よ
り

活
発
な
活
動
が
な
さ
れ
、小
野
市
に
お

い
て
も
日
本
人
と
の
国
際
結
婚
の
例
も

増
え
て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
市
内
在

住
外
国
人
の
た
め
の
法
律
・
生
活
な
ど

の
相
談
業
務
を
含
め
た
、
ふ
れ
あ
い
交

流
の
場
づ
く
り
に
更
に
努
力
さ
れ
た
い
。

市
民
安
全
部

◎
全
市
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
は
、

平
成
17
年
度
か
ら
年
２
回
実
施
し
て
い

る
が
、
９
月
の
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
は
市
民
か
ら
時
期
が
適
当
で
な
い

と
の
苦
情
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
施
時

期
、
回
数
に
つ
い
て
再
度
区
長
会
と
調

整
を
図
ら
れ
た
い
。

市
民
福
祉
部

◎
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
は
市
内
小
学
校
全

８
校
で
実
施
し
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

３
年
生
ま
で
２
０
０
名
余
り
の
児
童
が

利
用
し
て
い
る
。
運
営
方
法
は
各
学
校

に
よ
り
多
少
違
い
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

児
童
の
た
め
に
、
よ
り
良
い
環
境
づ
く

り
の
た
め
、
教
育
委
員
会
と
の
連
携
を

密
に
さ
れ
、
よ
り
一
層
魅
力
的
な
事
業

と
な
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

地
域
振
興
部

◎
集
落
営
農
活
動
支
援
事
業
は
、
営
農
組

合
へ
農
機
具
購
入
費
用
を
県
、
市
か
ら

補
助
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
が
、
小
野

市
の
農
業
対
策
の
新
施
策
と
し
て
市
単

独
で
農
機
具
購
入
補
助
制
度
を
新
た
に

設
置
で
き
な
い
か
、
検
討
さ
れ
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会
の
意
見

決
算
特
別
委
員
会
の
意
見

17年度各会計を審査
　
12
月
定
例
会
で
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案
件
に
つ
い
て
18
日
、
総
務
文
教
、
民
生

保
健
、
地
域
振
興
の
各
常
任
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
第
１
０
５
号
か
ら
第
１
１
６
号

ま
で
合
計
12
議
案
に
つ
い
て
、
市
当
局
か
ら
詳
し
く
説
明
を
受
け
、
そ
の
あ
と
慎
重
に

審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

◎
常
任
委
員
会
審
査
報
告
◎

◎
常
任
委
員
会
審
査
報
告
◎

◎
常
任
委
員
会
審
査
報
告
◎

○
総
務
文
教
常
任
委
員
会
（
松
本
英
昭
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
４
件
の
議
案
の
う

ち
議
案
第
１
０
５
号
平
成
18
年
度
小
野
市

一
般
会
計
補
正
予
算
、
小
学
校
施
設
営
繕

費
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、
「
小
学
校
の

施
設
営
繕
工
事
の
施
工
に
あ

た
っ
て
は
、
安
全
に
配
慮
さ
れ
、

授
業
に
支
障
の
な
い
よ
う
工
期

の
設
定
等
に
特
段
の
配
慮
を
さ

れ
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
全
議
案
４
件
に
つ
い
て

反
対
討
論
は
な
く
全
会
一
致
で

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

○
民
生
保
健
常
任
委
員
会
（
竹

内
　
修
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ

た
５
件
の
議
案
の
う
ち
議
案
第

１
１
２
号
小
野
市
水
道
事
業
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
の
審
査
で
は
、
「
給
水
人

口
、
一
日
最
大
給
水
量
の
縮
小

見
直
し
に
あ
た
り
、
県
水
の
購
入
に
つ
い

て
も
購
入
単
価
の
減
額
、
購
入
水
量
の
減

少
が
で
き
る
よ
う
県
当
局
と
の
折
衝
に
努

力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
議
案
第
１
１
４
号
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
規
約
の
制
定
に
つ
い
て
の

議
案
は
、
反
対
討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
可
決
す
べ
き
と
決

定
し
ま
し
た
。
他
の
４
議
案
に
つ
い
て
は
、

全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し

た
。

○
地
域
振
興
常
任
委
員
会
（
春
名
良
兼
委

員
長
）
に
付
託
さ
れ
た
４
件
の
議
案
の
う

ち
、
議
案
第
１
０
５
号
平
成
18
年
度
小
野

市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
白
雲
谷
温
泉
整

備
事
業
に
つ
い
て
の
審
査
で
は
、
「
実
施

設
計
委
託
料
は
、
新
た
に
岩
盤
浴
施
設
お

よ
び
第
２
の
サ
ン
パ
テ
ィ
オ
を
め
ざ
す
小

野
市
の
野
菜
・
物
産
・
う
ま
い
も
ん
ブ
ラ

ン
ド
品
を
販
売
す
る
施
設
を
増
設
す
る
た

め
と
し
て
い
る
が
、
と
く
に
販
売
施
設
は
、

商
品
や
新
鮮
作
物
が
滞
る
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
お
客
様
本

位
の
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
指

導
に
努
め
ら
れ
た
い
」
ま
た
、
議
案
第
１

０
９
号
小
野
市
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
の
審
査

で
は
、
「
小
野
八
ヶ
池
自
然
公
園
内
の
多

目
的
ド
ー
ム
の
使
用
料
が
条
例
に
よ
り
決

め
ら
れ
、
高
齢
者
に
つ
い
て
は
免
除
規
定

も
設
け
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
免
除

な
ど
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
手
続
を
簡
便
に
し
、
団

体
や
地
域
の
関
係
者
に
よ
く

説
明
さ
れ
、
住
民
の
健
康
保

持
の
施
設
と
し
て
利
用
促
進

に
努
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、

交
通
量
の
多
い
山
ろ
く
道
路

に
接
し
て
い
る
た
め
に
、
進

入
道
路
に
つ
い
て
は
、
一
日

で
も
早
い
信
号
機
の
設
置
を

県
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

全
議
案
４
件
に
つ
い
て
反
対

討
論
は
な
く
全
会
一
致
で
可

決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

営繕工事が実施される小野東小学校

「水」のことなら水道お客様センターへ

多目的施設「龍翔ドーム」の全景



小野市議会だより小野市議会だより

⑪ ⑩

神　戸　市

明　石　市

加 古 川 市

高　砂　市

三　木　市

小　野　市

洲　本　市

西　脇　市

淡　路　市

南あわじ市

加　西　市

加　東　市

議員数

72人

31人

33人

24人

20人

18人

22人

20人

28人

28人

18人

20人

報酬（月額）Ａ

930,000円

656,000円

580,000円

522,000円

423,000円

409,000円

405,000円

390,000円

385,000円

385,000円

369,000円

350,000円

期末手当（年額）Ｂ

4,966,200円

3,503,040円

3,097,200円

2,322,900円

2,164,702円

1,988,403円

2,026 ,012円

1,973,400円

1,863,400円

1,842,225円

1,790,756円

1,791,125円

Ａ×12ヶ月＋Ｂ

16,126,200円

11,375,040円

10,057,200円

8,586,900円

7,240,702円

6,896,403円

6,886 ,012円

6,653,400円

6,483,400円

6,462,225円

6,218,756円

5,991,125円

政務調査費（年額）

4,560,000円

1,080,000円

840,000円

300,000円

120,000円

120,000円

150,000円

44,500円

－

150,000円

100,000円

－

＊平成18年７月調査、議員数は現在の条例定数。

◎神戸市・東播・淡路地区市議会議員 報酬等調べ◎

　
市
民
の
み
な
さ
ま
に
、

市
議
会
議
員
の
報
酬
を
公

表
し
ま
す
。

　
報
酬
は
、
月
ご
と
に
、

期
末
手
当
は
、
６
月
と
12

月
に
分
け
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
、
議
員
の
調

査
研
究
と
し
て
、
政
務
調

査
費
が
議
員
一
人
年
額
12

万
円
、常
任
委
員
会
の
研

修
と
し
て
、
議
員
一
人
年

額
10
万
円
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
議
長
、
副
議
長
、
議
員

の
期
末
手
当
は
、
５
％
削

減
を
実
施
し
て
い
ま
す
）

小野市議会議員（１人）
・報　　酬（年額）4,908,000円（月額409,000円）
・期末手当（年額）1,988,403円
＊期末手当は、５％（104,654円）削減した額です。

・　 計 　（年額）6,896,403円
（小野市職員（平均年額）6,946,000円　資料：Ｈ18 普通会計予算 広報おの１月号）
＊議　長は、報　　酬（年額）6,336,000円（月額）528,000円
　　　　　　期末手当（年額）2,566,938円（５％削減後）
　　　　　　　　　計（年額）8,902,938円
　副議長は、報　　酬（年額）5,388,000円（月額）449,000円
　　　　　　期末手当（年額）2,182,871円（５％削減後）
　　　　　　　　　計（年額）7,570,871円

　小野市議会民主クラブの横山四郎

議員（粟生町・65歳）が、去る

12月19日に急逝されました。

　横山議員は、昭和16年生まれで、

平成３年に市議会議員に初当選、

以後連続４期、15年７ヶ月間務め

られました。

　議長、副議長、監査委員、公共

施設整備・新都市開発特別委員会

委員長、予算・決算特別委員会委

員長、総務文教・民生保健常任委

員会委員長を歴任、また、平成15

年には、兵庫県市議会議長会会長

に就任されるなど、市政の進展に

大きく貢献されました。

　ここに、生前のご功績をしのび、

心からご冥福をお祈りいたします。

市議会議員の報酬を
公表します

市議会議員の報酬を
公表します

市議会議員の報酬を
公表します

訃 報

　下記の表は、神戸市と小野市が所属している東播・淡路市議会の報酬を調査したものです。
報酬、政務調査費は、阪神間が高い数値を表し、合併して間もない淡路市、加東市の政務調査費の予
算はゼロとなっています。

◎
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
毎
年
２
日

間
に
渡
り
盛
大
に
催
さ
れ
て
い
る
が
、

地
場
産
業
へ
の
テ
コ
入
れ
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
に
も
受
託
先
の
商
工
会
議
所

の
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、
委
託
料

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

市

民

病

院

◎
先
ご
ろ
、
都
内
の
病
院
で
、
抗
生
物
質

が
効
か
な
い
多
剤
耐
性
緑
膿
（
り
ょ
く

の
う
）
菌
（
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｐ
）
に
感
染
し
た

が
ん
患
者
４
人
が
死
亡
し
た
と
報
じ
ら

れ
た
。
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｐ
は
台
所
な
ど
の
水
回

り
に
生
息
す
る
緑
膿
菌
の
一

種
で
、
免
疫
力
が
低
い
入
院

患
者
ら
が
接
触
で
感
染
す
る
。

感
染
す
る
と
、
抗
生
物
質
が

効
か
な
い
た
め
肺
炎
や
敗
血

症
を
発
症
し
て
死
亡
す
る
例

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
院
内
感

染
対
策
を
早
急
に
講
じ
ら
れ

た
い
。水

道

部

◎
下
水
道
の
水
洗
化
率
は
現
在
、

87
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、

水
洗
化
人
口
は
前
年
度
に
比

べ
１
、３
７
９
人
増
加
し
３
７
、

２
２
６
人
と
な
っ
た
。
今
後
、

下
水
道
事
業
は
、
企
業
債
の
償
還
が
増

え
続
け
、
平
成
22
年
度
が
そ
の
ピ
ー
ク

と
な
る
。
こ
の
間
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
も
増
加
と
な
る
こ
と
か
ら
、
水

洗
化
率
を
か
ぎ
り
な
く
１
０
０
％
に
近

づ
け
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

選
挙
管
理
委
員
会

◎
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
は
、
い
つ
も

そ
の
場
所
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
現
在

２
０
０
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

多
く
の
市
民
に
見
て
も
ら
え
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
現
状

な
ど
に
合
わ
せ
て
設
置
場
所
の
変
更
も

配
慮
さ
れ
た
い
。

教
育
委
員
会

◎
日
本
経
済
は
い
ざ
な
ぎ
景
気
を
超
え
る

好
景
気
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、

就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
要
保
護
・
準

要
保
護
家
庭
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
要
準
保
護
家
庭
の
児
童
・

生
徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が

ら
、
要
綱
の
規
定
に
よ
る
適
切
な
対
応

を
す
す
め
ら
れ
た
い
。

◎
最
近
、
学
校
で
連
日
の
よ
う
に
い
じ
め

を
苦
に
し
た
自
殺
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
日
々
の
行
動
の
な
か
に
は

何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
を
見
落
さ
な
い
た
め
に

も
、
早
期
発
見
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
補
完
に

努
め
、
学
校
は
、
守
る
べ
き
命
の
意
義

の
重
大
さ
に
常
時
目
を
開
き
、
心
で
感

じ
取
れ
る
よ
う
と
く
と
配
慮
さ
れ
た
い
。

　
三
日
間
の
審
査
の
過
程
で
、
各
委
員
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
意
見
・
指
摘
・
要

望
の
主
な
事
項
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
市
政

運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会

の
意
思
を
尊
重
し
、
「
も
っ

と
変
え
よ
う
小
野
、
も
っ
と

変
わ
ろ
う
小
野
市
」
の
理
念

の
下
に
、
活
力
あ
る
発
展
と

市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら

れ
、
魅
力
活
力
個
性
に
富
ん

だ
「
21
世
紀
に
雄
飛
す
る
エ

ク
セ
レ
ン
ト
シ
テ
ィ
お
の
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
力
強
く

市
政
を
展
開
さ
れ
る
よ
う
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
５
件
の
議
案
に
つ
い
て
は

全
会
一
致
で
も
っ
て
、
原
案

の
通
り
認
定
す
べ
き
と
決
定

し
ま
し
た
。

安全安心パトロール員による美化活動

新選挙管理委員会・監査委員事務所

市民病院に設置の最新型ＭＲＩ
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神　戸　市

明　石　市

加 古 川 市

高　砂　市

三　木　市

小　野　市

洲　本　市

西　脇　市

淡　路　市

南あわじ市

加　西　市

加　東　市

議員数

72人

31人

33人

24人

20人

18人

22人

20人

28人

28人

18人

20人

報酬（月額）Ａ

930,000円

656,000円

580,000円

522,000円

423,000円

409,000円

405,000円

390,000円

385,000円

385,000円

369,000円

350,000円

期末手当（年額）Ｂ

4,966,200円

3,503,040円

3,097,200円

2,322,900円

2,164,702円

1,988,403円

2,026 ,012円

1,973,400円

1,863,400円

1,842,225円

1,790,756円

1,791,125円

Ａ×12ヶ月＋Ｂ

16,126,200円

11,375,040円

10,057,200円

8,586,900円

7,240,702円

6,896,403円

6,886 ,012円

6,653,400円

6,483,400円

6,462,225円

6,218,756円

5,991,125円

政務調査費（年額）

4,560,000円

1,080,000円

840,000円

300,000円

120,000円

120,000円

150,000円

44,500円

－

150,000円

100,000円

－

＊平成18年７月調査、議員数は現在の条例定数。

◎神戸市・東播・淡路地区市議会議員 報酬等調べ◎

　
市
民
の
み
な
さ
ま
に
、

市
議
会
議
員
の
報
酬
を
公

表
し
ま
す
。

　
報
酬
は
、
月
ご
と
に
、

期
末
手
当
は
、
６
月
と
12

月
に
分
け
て
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
そ
の
ほ
か
、
議
員
の
調

査
研
究
と
し
て
、
政
務
調

査
費
が
議
員
一
人
年
額
12

万
円
、常
任
委
員
会
の
研

修
と
し
て
、
議
員
一
人
年

額
10
万
円
が
支
給
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
議
長
、
副
議
長
、
議
員

の
期
末
手
当
は
、
５
％
削

減
を
実
施
し
て
い
ま
す
）

小野市議会議員（１人）
・報　　酬（年額）4,908,000円（月額409,000円）
・期末手当（年額）1,988,403円
＊期末手当は、５％（104,654円）削減した額です。

・　 計 　（年額）6,896,403円
（小野市職員（平均年額）6,946,000円　資料：Ｈ18 普通会計予算 広報おの１月号）
＊議　長は、報　　酬（年額）6,336,000円（月額）528,000円
　　　　　　期末手当（年額）2,566,938円（５％削減後）
　　　　　　　　　計（年額）8,902,938円
　副議長は、報　　酬（年額）5,388,000円（月額）449,000円
　　　　　　期末手当（年額）2,182,871円（５％削減後）
　　　　　　　　　計（年額）7,570,871円

　小野市議会民主クラブの横山四郎

議員（粟生町・65歳）が、去る

12月19日に急逝されました。

　横山議員は、昭和16年生まれで、

平成３年に市議会議員に初当選、

以後連続４期、15年７ヶ月間務め

られました。

　議長、副議長、監査委員、公共

施設整備・新都市開発特別委員会

委員長、予算・決算特別委員会委

員長、総務文教・民生保健常任委

員会委員長を歴任、また、平成15

年には、兵庫県市議会議長会会長

に就任されるなど、市政の進展に

大きく貢献されました。

　ここに、生前のご功績をしのび、

心からご冥福をお祈りいたします。

市議会議員の報酬を
公表します

市議会議員の報酬を
公表します

市議会議員の報酬を
公表します

訃 報

　下記の表は、神戸市と小野市が所属している東播・淡路市議会の報酬を調査したものです。
報酬、政務調査費は、阪神間が高い数値を表し、合併して間もない淡路市、加東市の政務調査費の予
算はゼロとなっています。

◎
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
毎
年
２
日

間
に
渡
り
盛
大
に
催
さ
れ
て
い
る
が
、

地
場
産
業
へ
の
テ
コ
入
れ
を
さ
ら
に
進

め
る
た
め
に
も
受
託
先
の
商
工
会
議
所

の
意
見
を
聞
く
と
と
も
に
、
委
託
料

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

市

民

病

院

◎
先
ご
ろ
、
都
内
の
病
院
で
、
抗
生
物
質

が
効
か
な
い
多
剤
耐
性
緑
膿
（
り
ょ
く

の
う
）
菌
（
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｐ
）
に
感
染
し
た

が
ん
患
者
４
人
が
死
亡
し
た
と
報
じ
ら

れ
た
。
Ｍ
Ｄ
Ｒ
Ｐ
は
台
所
な
ど
の
水
回

り
に
生
息
す
る
緑
膿
菌
の
一

種
で
、
免
疫
力
が
低
い
入
院

患
者
ら
が
接
触
で
感
染
す
る
。

感
染
す
る
と
、
抗
生
物
質
が

効
か
な
い
た
め
肺
炎
や
敗
血

症
を
発
症
し
て
死
亡
す
る
例

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
院
内
感

染
対
策
を
早
急
に
講
じ
ら
れ

た
い
。水

道

部

◎
下
水
道
の
水
洗
化
率
は
現
在
、

87
・
６
％
と
な
っ
て
お
り
、

水
洗
化
人
口
は
前
年
度
に
比

べ
１
、３
７
９
人
増
加
し
３
７
、

２
２
６
人
と
な
っ
た
。
今
後
、

下
水
道
事
業
は
、
企
業
債
の
償
還
が
増

え
続
け
、
平
成
22
年
度
が
そ
の
ピ
ー
ク

と
な
る
。
こ
の
間
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
も
増
加
と
な
る
こ
と
か
ら
、
水

洗
化
率
を
か
ぎ
り
な
く
１
０
０
％
に
近

づ
け
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

選
挙
管
理
委
員
会

◎
選
挙
用
ポ
ス
タ
ー
掲
示
板
は
、
い
つ
も

そ
の
場
所
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
現
在

２
０
０
箇
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

多
く
の
市
民
に
見
て
も
ら
え
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
現
状

な
ど
に
合
わ
せ
て
設
置
場
所
の
変
更
も

配
慮
さ
れ
た
い
。

教
育
委
員
会

◎
日
本
経
済
は
い
ざ
な
ぎ
景
気
を
超
え
る

好
景
気
が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
る
が
、

就
学
援
助
を
受
け
て
い
る
要
保
護
・
準

要
保
護
家
庭
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

引
き
続
き
、
要
準
保
護
家
庭
の
児
童
・

生
徒
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が

ら
、
要
綱
の
規
定
に
よ
る
適
切
な
対
応

を
す
す
め
ら
れ
た
い
。

◎
最
近
、
学
校
で
連
日
の
よ
う
に
い
じ
め

を
苦
に
し
た
自
殺
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

児
童
生
徒
の
日
々
の
行
動
の
な
か
に
は

何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
こ
れ
を
見
落
さ
な
い
た
め
に

も
、
早
期
発
見
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
補
完
に

努
め
、
学
校
は
、
守
る
べ
き
命
の
意
義

の
重
大
さ
に
常
時
目
を
開
き
、
心
で
感

じ
取
れ
る
よ
う
と
く
と
配
慮
さ
れ
た
い
。

　
三
日
間
の
審
査
の
過
程
で
、
各
委
員
か

ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
意
見
・
指
摘
・
要

望
の
主
な
事
項
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
市
政

運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会

の
意
思
を
尊
重
し
、
「
も
っ

と
変
え
よ
う
小
野
、
も
っ
と

変
わ
ろ
う
小
野
市
」
の
理
念

の
下
に
、
活
力
あ
る
発
展
と

市
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら

れ
、
魅
力
活
力
個
性
に
富
ん

だ
「
21
世
紀
に
雄
飛
す
る
エ

ク
セ
レ
ン
ト
シ
テ
ィ
お
の
」

の
実
現
を
め
ざ
し
て
力
強
く

市
政
を
展
開
さ
れ
る
よ
う
望

む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
５
件
の
議
案
に
つ
い
て
は

全
会
一
致
で
も
っ
て
、
原
案

の
通
り
認
定
す
べ
き
と
決
定

し
ま
し
た
。

安全安心パトロール員による美化活動

新選挙管理委員会・監査委員事務所

市民病院に設置の最新型ＭＲＩ
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３
月
定
例
会
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

日
　
程

２
月
28
日（
水
）　
本
会
議
第
１
日

３
月
９
日（
金
）　
本
会
議
第
２
日

３
月
12
日（
月
）　
本
会
議
第
３
日

３
月
14
日（
水
）　
予
算
特
別
委
員
会

３
月
15
日（
木
）　
予
算
特
別
委
員
会

３
月
20
日（
火
）　
予
算
特
別
委
員
会

３
月
23
日（
金
）　
各
常
任
委
員
会

３
月
26
日（
月
）　
本
会
議
第
４
日

　
本
会
議
の
第
２
日
、
第
３
日
は
、
議
員
の

質
疑
、
一
般
質
問
が
あ
り
ま
す
。

3
月
定
例
会
日
程

●今期市議会で可決された主な議案●

市長提出議案　

・平成18年度小野市一般会計補正予算（第３号）

○白雲谷温泉整備事業　　　　　 1,220万円

○粟生駅周辺整備事業　　　　　　 950万円

○集落営農活動支援事業　　　　　 247万円

○ため池等整備事業　　　　　　　 320万円

○小学校施設営繕費　　　　　　　 300万円

・平成18年度小野市国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）

・小野市都市公園条例の一部を改正する条例の

制定について

・小野市白雲谷温泉ゆぴかの設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例の制定につい

て

・小野市病院事業の設置等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について

・小野市水道事業の設置等に関する条例の一部

を改正する条例の制定について

・小野市消防団員等公務災害補償条例の一部を

改正する条例の制定について

・兵庫県後期高齢者医療広域連合規約の制定に

ついて

・兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更に

ついて

・小野市都市公園の管理に係る指定管理者の指

定について

・小野市固定資産評価審査委員会委員の選任に

ついて

粟生町　山崎雅司氏（再任）

中　町　伊藤俊博氏（新任）

意見書

・市民とともに飲酒運転根絶に立ち向かう決議

（可決）

■お問い合わせ：議会事務局　TEL.６３-１００６　FAX.６３-４１０８　メールアドレス：gikai@city.ono.hyogo.jp

■３月定例会も託児コーナーを開設します。
詳しくは、議会事務局までお問い合わせく
ださい。

【１１月】
１日　静岡県牧之原市議会視察受け入れ
６日　兵庫県市議会議長会正副議長研修会

（神戸市）
７日　宮城県柴田町議会視察受け入れ
13日　総務文教常任委員協議会
14日～15日

東播淡路市議会議長会正副議長研修
会（山口県下関市）

16日～17日
全国市議会議長会基地協議会理事会
（東京都）

17日　和歌山県田辺市議会視察受け入れ
19日　175号西脇北バイパス起工式
20日　長野県木曽町議会視察受け入れ
21日　都市計画審議会
22日　北播政経懇話会（加東市）
23日　洲本市誕生記念式典
24日　議会運営委員会、議員協議会
28日　北播衛生事務組合定期事務監査

【１２月】
１日　本会議（第１日）
４日　北播衛生事務組合議会
５日　小野加東広域事務組合議会
13日　本会議（第２日）、議会運営委員会
14日　本会議（第３日）
18日　総務文教・民生保健･地域振興常任

委員会
20日　本会議（第４日）

【１月】
10日　東海３県市町議会議員視察受け入れ
11日　東播淡路市議会議長会事務局長会（加

古川市）
12日　議会運営委員会、市議会報編集委員会
16日　民生保健常任委員協議会
18日　東播淡路市議会議長会総会（加古川市）
19日　総務文教常任委員協議会
　　　島根県奥出雲町議会視察受け入れ
22日　千葉県柏市議会視察受け入れ
30日・31日

議会運営委員会視察研修

◎議会の動き◎


